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【リズムなぎなた①】
身に付けた基本動作を活用しての演技

【リズムなぎなた②】
個人の動きから集団の動きにつなげる

【なぎなたについてのアンケート（授業後）】
外部指導者の活用により、武道の精神や礼法の重要性、技のポイントや運動の行い方が理解できた

　１年生は基本動作の習得、２年生は攻防中心の指導計画にしたことで、身に付けさせたい内容が明確にな
った。外部指導者による技能面の指導は、生徒にとって具体的で分かりやすかった。特に、毎年継続して１
年時の最初に礼法について丁寧に指導していることで、２年間の武道学習が生徒にとって大変有意義なもの
となっている。また、保健体育科教員にとっても、指導力を高める良い機会となっている。今後も、なぎな
たの授業を本校の伝統として、生徒に自覚させ、継続させていきたい。
【授業後の生徒の感想】
・すばらしい指導者に恵まれ、楽しく授業を終えることができました。なぎなたの授業は、背筋が伸び、集
中力が高まる授業でした。

・簡易試合（攻防）が多く、技の多さや動きの難しさを体験することができました。
・模範演技や模範試合をしていただき技の練習に大変参考になりました。
・文化祭での発表により、地域の方々にもなぎなたの良さを伝えることができました。

【実践校としての成果と課題（成果の分析や生徒の感想から）】

相手を尊重し、伝統的な行動の仕方が身についた
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技を身につけるための運動の行い方のポイントが分かる

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない
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武道授業 実践の概要紹介 多賀城市

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　

　

　

多
賀
城
市
は
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
太
平
洋
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
形
は
東
西
に
長
く
、
中
心
部
を
砂
押

川
が
流
れ
、
東
部
と
北
部
に
は
史
跡
が
点
在
し
、
海
に
近
い
南
部
の
平
野
に
は
工
場
地
帯
が
形
成
さ
れ
、
西
部
の

平
野
に
は
多
く
の
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
の
前
半
に
陸
奥
国
の
国
府
・
鎮
守
府
が
置
か
れ
て
以
来
約
１
２
８
０
年
余
り
、
歴
史
の
街
「
史
都
多

賀
城
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
市
域
の
33
％
が
津
波
で
浸
水
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
市

内
小
学
校
６
校
、
中
学
校
４
校
、
約
５
６
０
０
余
名
の
児
童
生
徒
は
全
員
無
事
で
し
た
。
現
在
も
復
興
に
向
け
た

様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
賀
城
市
に
お
け
る

武
道
指
導
（
少
林
寺
拳
法
）
の
実
践
紹
介

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

多賀城碑。明治 8年に建てられた覆堂の中に国の重要文化財、
芭蕉の「おくのほそ道」にも詠われた碑が納まる
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多
賀
城
市
に
は
、
多
賀
城
中
学
校
、

第
二
中
学
校
、
東
豊
中
学
校
、
高
崎
中

学
校
の
４
つ
の
中
学
校
が
あ
り
、
部
活

動
と
し
て
、
柔
道
部
、
剣
道
部
、
弓
道

3

保
健
体
育
の
授
業
に
「
少
林
寺
拳
法
」

を
取
り
入
れ
た
理
由部

な
ど
、
武
道
を
学
ん
で
い
る
生
徒
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
保
健

体
育
の
武
道
の
授
業
で
少
林
寺
拳
法
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
を
保

健
体
育
の
授
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
中

学
校
は
、全
国
で
約
30
校
、東
北
で
は
、

唯
一
、
高
崎
中
学
校
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
校
で
も
、
平
成
14
年
度
～
平
成
21

年
度
ま
で
は
、
市
内
の
中
学
校
と
同
じ

く
柔
道
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
度
か
ら
少
林
寺
拳
法
を
選
択

し
、
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
体
育
の
授
業
に
「
少
林
寺
拳

法
」
を
取
り
入
れ
た
理
由
は
次
の
４
つ

で
す
。

　

①
少
林
寺
拳
法
は
、
専
用
の
畳
や
道

着
等
の
準
備
物
の
必
要
が
な
く
、
体
育

館
等
で
体
育
着
の
ま
ま
で
授
業
が
で
き

る
。

　

②
技
の
練
習
で
は
体
が
接
触
す
る
こ

と
は
あ
る
が
、
正
し
く
実
施
す
れ
ば
、

怪
我
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
お
互
い
に
協

力
し
て
練
習
す
る
こ
と
で
、
安
全
か
つ

興
味
を
損
な
わ
ず
に
取
り
組
む
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

　

③
少
林
寺
拳
法
を
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
保
健
体
育
の
教
員
で
も
、
講
習
会

を
受
講
し
た
り
、
映
像
資
料
や
指
導
用

教
材
を
活
用
し
て
指
導
で
き
る
。

　

④
少
林
寺
拳
法
の
指
導
者
が
多
賀
城

市
内
に
数
人
お
り
、
外
部
指
導
者
と
し

て
指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
え
る
環
境
に

あ
り
、
Ｔ
︱
Ｔ
指
導
で
授
業
を
行
え
る

こ
と
。

　

こ
の
中
で
も
、
特
に
４
つ
め
の
外
部

指
導
者
が
近
く
に
い
て
、
い
つ
で
も
保

健
体
育
の
授
業
で
指
導
し
て
も
ら
う
こ

と
が
可
能
で
あ
る
の
が
と
て
も
重
要
で

し
た
。
保
健
体
育
の
教
員
に
異
動
が
あ

っ
て
も
、
継
続
し
て
指
導
で
き
る
体
制

が
整
う
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
少
林
寺
拳
法
の
特
徴
で
あ
る

「
心
と
体
の
両
方
を
養
う
」、「
相
手
と

比
較
せ
ず
、
優
劣
を
競
わ
せ
な
い
」、

「
協
力
し
て
技
術
（
護
身
術
）
を
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
共
に
上
達
し

な
が
ら
喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」
な
ど
、
本
校
の
学
校
教
育
目
標

に
沿
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
の
で
、
保
健

体
育
の
授
業
と
し
て
履
修
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

徒
た
ち
は
、
こ
の
図
書
館
で
調
べ
学
習

を
し
た
り
、
休
日
に
学
習
し
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

校
舎
は
、〝
市
都
・
多
賀
城
”
に
ふ

さ
わ
し
く
、
多
賀
城
廃
寺
の
建
物
を
イ

メ
ー
ジ
化
し
た
瓦か
わ

葺ら
ぶ

き
で
、
全
体
と
し

て
和
風
的
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多

様
な
学
習
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に

多
目
的
ホ
ー
ル
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、

２
階
の
体
育
館
の
下
に
あ
る
柔
剣
道

場
、
外
に
は
、
柔
剣
道
場
の
軒
先
に
ピ

ロ
テ
ィ
ー
、
語
ら
い
の
広
場
や
観
察
の

森
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。
快
適
で
安
全
な
教
育
環
境
を
目

標
と
し
て
設
計
さ
れ
た
、
開
校
22
年
目

を
迎
え
る
学
校
で
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
際
し
て
も
、
校
舎
躯
体
は
震
度
６

の
揺
れ
に
も
耐
え
、
小
破
だ
け
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
特
に
屋
上
プ
ー
ル
は
水

道
復
旧
ま
で
の
間
、
避
難
所
の
貴
重
な

水
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
崎
中
学
校
で
は
、「
自
律
・
共
生
・

創
造
」
の
校
訓
の
も
と
、「
気
づ
き
、

考
え
、
共
に
創
り
上
げ
る
生
徒
」
の
育

成
を
学
校
目
標
に
掲
げ
、「
か
か
わ
り

合
い
学
ぶ
生
徒
」、「
思
い
や
り
の
心
を

も
つ
生
徒
」、「
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う

と
す
る
生
徒
」
を
目
指
し
、
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、「
た

く
ま
し
い
心
身
の
育
成
」
で
は
、
保
健

体
育
の
授
業
や
部
活
動
な
ど
、
日
々
の

取
組
を
通
し
て
心
身
の
鍛
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

多
賀
城
市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
武

道
必
修
化
に
な
る
以
前
か
ら
武
道
の
授

業
を
行
っ
て
お
り
、
４
校
あ
る
中
学
校

で
は
、
２
校
が
柔
道
、
１
校
が
剣
道
、

１
校
が
少
林
寺
拳
法
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。
高
崎
中
学
校
で
は
７
年
前
よ

り
、
体
育
の
授
業
に
お
い
て
地
域
の

方
々
が
外
部
指
導
者
と
し
て
少
林
寺
拳

法
を
指
導
し
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
種
目
と
し
て
、
継
続
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

武
道
必
修
化
に
伴
い
、
引
き
続
き
外

部
指
導
者
を
お
願
い
し
、
教
員
と
Ｔ
︱

Ｔ
に
よ
る
指
導
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
の
学
習
を
通
し
、「
礼
」

か
ら
は
じ
ま
り
、
相
手
を
尊
重
し
な
が

ら
お
互
い
に
向
上
し
、
技
と
と
も
に
心

の
成
長
も
図
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

高
崎
中
学
校
の
少
林
寺
拳
法
授
業
の
取

組
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

2

高
崎
中
学
校
の
特
色

1

は
じ
め
に

　

本
校
の
学
区
は
、
多
賀
城
小
学
校
、

城
南
小
学
校
、
多
賀
城
八
幡
小
学
校
の

３
つ
の
小
学
校
区
か
ら
な
り
、
住
宅
に

囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

近
く
に
は
、
市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ

ー
、
東
北
歴
史
博
物
館
な
ど
の
行
政
機

関
や
教
育
文
化
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
３
月
に
は
、
新
し

い
図
書
館
が
開
館
し
、
10
月
に
は
来
場

者
数
が
100
万
人
を
越
え
て
い
ま
す
。
生

多
賀
城
市
立
高
崎
中
学
校
に
お
け
る

　少
林
寺
拳
法
授
業
の
取
組
に
つ
い
て

高
崎
中
学
校

　教
頭

　小
野

　祐
介
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少林寺拳法自己評価票

　

本
校
の
全
校
生
徒
は
573
名
で
す
。
そ

の
中
の
１
学
年
の
200
名（
６
ク
ラ
ス
）、

２
学
年
の
186
名
（
５
ク
ラ
ス
）
で
保
健

体
育
の
授
業
と
し
て
少
林
寺
拳
法
を
履

修
し
て
い
ま
す
。
27
年
度
ま
で
少
林
寺

拳
法
を
全
学
年
で
履
修
し
て
い
ま
し
た

が
、
28
年
度
か
ら
３
学
年
は
ダ
ン
ス
を

履
修
し
、
１
学
年
と
２
学
年
で
少
林
寺

拳
法
を
系
統
的
に
履
修
し
て
い
ま
す
。

⑴
少
林
寺
拳
法
の
履
修
に
当
た
っ
て

　

少
林
寺
拳
法
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
、

生
徒
が
少
林
寺
拳
法
の
特
徴
を
十
分
理

解
し
、
目
的
意
識
を
も
ち
、
礼
節
や
技

能
、
調
和
や
美
し
さ
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
や
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
場
所
に

常
に
「
少
林
寺
拳
法
の
特
徴
」
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。

⑵
指
導
方
法

①
少
林
寺
拳
法
の
外
部
指
導
者
と
の

Ｔ
︱
Ｔ
指
導
に
よ
る
授
業

　
　

地
域
の
少
林
寺
拳
法
の
外
部
指
導

者
（
４
名
）
に
来
て
い
た
だ
き
、
Ｔ

︱
Ｔ
指
導
の
授
業
で
保
健
体
育
の
教

員
と
一
緒
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
　

指
導
は
外
部
指
導
者
に
主
と
し
て

全
体
の
指
導
を
お
願
い
し
、
教
員
は

そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
一
人
一
人
を
よ
く
観
察
し

な
が
ら
、
指
導
や
支
援
の
必
要
な
生

徒
に
寄
り
添
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
ポ

イ
ン
ト
を
実
際
に
手
本
を
見
せ
て
技

の
練
習
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

②
保
健
体
育
教
員
の
み
で
の
指
導

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
）

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
器
機
（i-P

ad

）
で
撮
影

し
た
Ｔ
︱
Ｔ
指
導
の
授
業
で
の
手
本

や
少
林
寺
拳
法
の
映
像
資
料
を
生
徒

に
見
せ
な
が
ら
、
復
習
を
充
実
さ
せ

4

少
林
寺
拳
法
の
授
業
実
践
に
つ
い
て

体育館での授業

柔剣道場での授業

少林寺拳法の特徴

拳禅一如
「拳」は肉体を、「禅」は精神を意味します。身体と心は別々のものではなく、互いに影響を及ぼ
す一体のものです。少林寺拳法では、身体と心を、どちらに偏らせることなく、バランスよく学習
することを目指します。

力愛不二
慈悲心や正義感に溢れていても、力がなければ、誰かの役に立ったり、助けたりすることはできま
せん。また、どれだけ力があっても、誇りや信念がなければ、正しい力の使い方はできません。力
と愛、理知と慈悲の調和こそ、少林寺拳法の行動規範です。

守主攻従
少林寺拳法の技法は、不正な暴力から身を守るためにあります。そのため、まず守り、それから反
撃する技法体系となっています。また、確かな守りの体勢を築くことで、相手の弱点を冷静に見極
め、有効な反撃ができると考えています。

不殺活人 少林寺拳法の技法は、誰かを傷つけるためのものではなく、自分や他人を守り、生かすためのもの
です。少林寺拳法の技法は、人の可能性を実感させ、成長の喜びを味わうために修練されます。

剛柔一体

少林寺拳法の技法には、突き、蹴りなどに対し、受け・かわしから当身で反撃する「剛法」と、手
首を握る・衣服をつかむなどに対して、抜き・投げ・固めなどで反撃する「柔法」があります。剛
法と柔法は、互いの特徴を生かし合い、巧みに組み合わせることによって、効果を倍増させること
ができます。

組手主体
少林寺拳法の修練は、二人一組で行うことを原則とします。これは、相手の行動に適切かつ柔軟に
対処できる実戦的な技法を養うためであると同時に、共に協力して上達し、その喜びを分かち合う
ためです。

「少林寺拳法の特徴」を活動場所に掲示している
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と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

少
林
寺
拳
法
を
授
業
に
取
り
入
れ
て

か
ら
７
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
礼
儀
作

法
」「
授
業
に
対
す
る
意
欲
的
な
姿
勢
」

「
協
力
性
」「
主
体
性
」「
他
人
を
思
い

や
る
心
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
審
議
の
ま
と

め
で
も
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
さ
れ

る
資
質
・
能
力
の
育
成
と
学
習
評
価
の

充
実
が
言
わ
れ
て
お
り
、「
学
び
合
う

力
・
人
間
性
の
涵
養
」、「
生
き
て
働
く

知
識
・
技
能
の
習
得
」、「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
」
に
向
け
、

今
後
も
保
健
体
育
の
武
道
と
し
て
、
少

林
寺
拳
法
を
継
続
的
に
指
導
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

靴
を
列
ご
と
に
し
っ
か
り
並
べ
る
光
景

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授
業
の
会

場
に
入
る
前
に
一
礼
を
す
る
な
ど
、
礼

儀
が
身
に
付
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。

　

ま
た
、
授
業
に
臨
む
姿
勢
も
目
的
意

識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
、

意
欲
的
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
で
は
、

指
導
者
側
（
外
部
指
導
者
及
び
教
員
）

が
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
授
業
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
音
楽
を
流
し
、
そ
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
練
習
し
た
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
器
機
を
使
っ
て
画
像
を
見
せ
、
生

徒
に
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
な
ど
、

指
導
者
側
の
工
夫
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

生
徒
同
士
の
練
習
で
は
、
動
画
を
撮

り
、
す
ぐ
に
再
生
し
て
自
分
た
ち
の
技

を
直
接
見
な
が
ら
、
お
互
い
に
ア
ド
バ

7

お
わ
り
に

6

今
後
の
課
題

イ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
技
能
面
の

向
上
と
同
時
に
生
徒
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
礼
儀
を
は
じ
め
、
他
人
へ
対
し

て
の
思
い
や
り
を
も
て
る
心
が
育
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

授業前に整然と並べられている上靴
　

地
域
に
住
ん
で
い
る
外
部
指
導
者
の

方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
も
っ
て
い

る
の
で
、
授
業
当
日
ま
で
に
指
導
で
き

る
方
を
調
整
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

校
に
き
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
学
校
の
教
員
と
外
部
指
導
者
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
年
度
当
初
に
指
導

計
画
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
全
校
で
19
ク
ラ
ス
あ
り
ま
す

の
で
、
時
間
割
に
少
林
寺
拳
法
の
授
業

を
ど
う
組
み
込
む
か
、
教
務
主
任
と
の

調
整
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

教
員
が
指
導
す
る
に
当
た
り
、
必

ず
、
２
年
に
１
回
、
少
林
寺
拳
法
連
盟

本
部
等
へ
行
き
、
２
泊
３
日
間
の
講
習

を
受
講
し
て
い
ま
す
。
負
担
が
か
か
る

の
で
、
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

保
健
体
育
の
教
員
は
少
林
寺
拳
法
の

指
導
に
当
た
っ
て
、
外
部
指
導
者
と
の

打
合
せ
を
十
分
行
っ
て
い
ま
す
が
、
授

業
終
了
後
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
資
料
等
を
蓄
積
し
、
よ
り
よ
い
指

導
と
評
価
の
一
体
を
図
っ
て
い
き
た
い

平成 28年度多賀城市立高崎中学校少林寺拳法指導日程及び内容表

る
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
発
表
会
に
向
け
て
の
練
習

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
う
際
、
６
つ

の
グ
ル
ー
プ
にi-P

ad

を
一
台
ず
つ

渡
し
、
自
分
た
ち
の
基
本
動
作
や
目

標
技
を
撮
影
さ
せ
、
そ
の
動
画
を
見

な
が
ら
一
つ
一
つ
確
認
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
内
で
の

話
合
い
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
生

徒
の
話
し
合
う
力
、
考
え
る
力
と
と

も
に
表
現
力
が
身
に
付
い
て
き
て
い

ま
す
。

　

③
自
己
評
価
の
活
用

　
　

授
業
の
終
わ
り
に
ま
と
め
と
し

て
、
授
業
を
振
り
返
り
本
時
の
ね
ら

い
と
学
習
し
た
内
容
を
再
確
認
さ
せ

る
た
め
に
、自
己
評
価
シ
ー
ト
（「
少

林
寺
拳
法
自
己
評
価
」）
に
記
入
さ

せ
て
い
ま
す
。

5

少
林
寺
拳
法
を
取
り
入
れ
て

　
　

技
能
面
の
評
価
は
簡
単
に
Ａ
Ｂ
Ｃ

で
評
価
さ
せ
、
情
緒
面
に
つ
い
て
は

記
述
式
に
し
て
い
ま
す
。「
授
業
で

頑
張
れ
た
こ
と
」
や
「
授
業
で
も
う

少
し
頑
張
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ

と
」
に
つ
い
て
、
生
徒
の
考
え
や
思

い
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、
言
語
表
現

の
力
も
徐
々
に
身
に
付
い
て
き
て
い

ま
す
。

⑶
指
導
内
容
に
つ
い
て

　

少
林
寺
拳
法
の
指
導
は
、
高
崎
中
学

校
の
保
健
体
育
年
間
指
導
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
際
、
少
林
寺
拳
法
の
外
部
指

導
者
と
保
健
体
育
科
の
教
員
と
の
綿
密

な
打
合
せ
を
し
、
指
導
日
程
及
び
指
導

内
容
を
生
徒
の
実
態
等
に
合
わ
せ
て
詳

細
に
決
め
て
い
ま
す
。

回数 月日 曜日
指　導　内　容

指導予定者名 備考 指導者名
１年生

１
回

10
月
20
日

㈭

オリエンテーション
授業内容説明
少林寺拳法とは何か
礼法（結手立ち、合掌礼、立ち方・座り方）
基本動作（突き（上段・中段）、蹴り（中段）、構え（左中段・右中段）、
受け（内受け））

目標技の照会（基本動作ができたら実施する。）
　剛法：内受突　　柔法：上膊抜き　単演：天地拳第一系
少林寺拳法の６つの特徴のいくつかを説明

多賀城城南道院
　澁谷　大司
　千葉　一雄
多賀城道院
　桑原　政春

45分
授業

多賀城城南道院
　千葉　一雄
　阿部　末子
多賀城道院
　桑原　政春
仙台西道院
　鈴木　直子

２
回

11
月
10
日

㈭

礼法、基本動作の復習
剛法：内受突
　上段の突き、中段の突き、内受けの練習後相対で実施
柔法：上膊抜き
天地拳第一系単演
目標技の照会（演武発表：上段突き 10 回、中段蹴り 10 回、内受け突き、
上膊抜き、天地拳第一系単演を実施する。）

少林寺拳法の６つの特徴のいくつかを説明

多賀城城南道院
　澁谷　大司
　千葉　一雄
多賀城道院
　桑原　政春

90分
授業

多賀城城南道院
　澁谷　大司
　千葉　一雄
　佐藤みちよ
　阿部　末子
仙台西道院
　鈴木　直子

３
回

11
月
17
日

㈭

礼法、基本動作の復習
前回までの目標技の復習確認
前半発表会の予行演習
　結手、合掌礼
　開足中段より上段突き 10 回・中段蹴り 10 回
　前列廻れ右
　相対組演武：内受け突き、上膊抜き
　前列廻れ右
　単演：天地拳第一系
　結手、合掌礼
後半発表会（クラス毎に発表し、自分たちの出来具合を考える。）
　結手、合掌礼
　開足中段より上段突き 10 回・中段蹴り 10 回
　前列廻れ右
　相対組演武：内受け突き、上膊抜き
　前列廻れ右
　単演：天地拳第一系
　結手、合掌礼結手、合掌礼
少林寺拳法の６つの特徴のいくつかを説明

多賀城城南道院
　澁谷　大司
　千葉　一雄
多賀城道院
　桑原　政春

45分
授業

　

少
林
寺
拳
法
を
保
健
体
育
の
授
業
に

取
り
入
れ
て
か
ら
、
ま
ず
礼
儀
が
重
ん

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
育

館
や
武
道
場
の
入
り
口
に
は
、
進
ん
で




